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武蔵野東学園

連合後援会だより

みなさんこんにちは、「連合後援会だより」
です。新入園、新入学のお子様は学園生活
にだんだん慣れ、ペースが掴めてきた頃で
すね。保護者様もこれから始まる東ライフ、
一緒に楽しみましょう。今年度第一号は、
恒例の会長・副会長の挨拶と入園・入学の
保護者様の感想のご紹介です。(編集委員E)
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■平成２９年度連合後援会総会報告
去る4月25日(火）北原記念館スカラーホールにて、各園校及びむらさき会の会長、役員、後援会会員、保護者、

及び学園側からは理事長以下各園校の校長、教頭職他の出席により、連合後援会総会並びにむらさき会総会が開催

されました。本会では、①平成28年度の事業・会計報告、承認 ②平成29年度各園校会長、五役選出・承認 ③平

成29年度の事業目標・会計予算、承認④各園校役員の紹介他が行われました。会長、役員代表の承認をはじめ、全

ての議事が滞りなく進み、承認されましたことをご報告いたします。

①連合後援会事業目標への協力

②会員相互の輪を広げる活動の推進

③ボランティア活動の充実

・ＪｏｙＤａｙ(年２回)

・図書館支援(読み聞かせ･本の修理･図書館の整備)

・劇やダンスの衣装づくり

①連合後援会事業目標への協力

②子どもを中心とした明るく温かい幼稚園づくり

への協力

③保護者の趣味や特技を生かした活動の推進

④地域との和やかな関係づくりの推進

⑤ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ運動の推進①連合援会事業目標への協力

②「すべての会員の子弟は我が子である」を合言葉に

会運営の推進

③会員相互の理解と親睦を兼ねた行事の開催

・むらさき親子運動会 5月27日（土）

・保護者会－慰労会－5月27日（土）

・保護者会－新年会－平成30年１月20日（土）

④「可能性をひろげて」の編集発行

⑤むらさきOB会との連携（地域ネットワーク等)

①連合後援会事業目標への協力

②学校行事への保護者の積極的

な参加と教育への協力

③家庭での親と子の対話の充実

①連合後援会事業目標への協力

②私学助成活動への協力
①創立精神を継承発展させるための活動

②ボストン東スクールとの交流活動

③学園後援組織の拡大充実

④学園奨学金制度への協力

編集後記
今年の第一号を熟読していただきありがとうございます。各会長さんの

温かいメッセージで今年度も保護者として頑張ろうという気持ちが沸きま

す。さて、世界各地では紛争やテロ事件が相次ぎ、緊迫した状況が目立ち

ます。争い事の大半はお互いに対する理解が足りないのが原因です。また、

各国のリーダーがお互い理解を示さないのも目立ちます。選挙演説を聞い

ていると混合教育の素晴らしさ、奥深さを改めて実感します。今年も武蔵

野東学園の素晴らしさをスタッフ一同、保護者の皆様にお届けしたいと思

いますのでよろしくお願い致します。 （編集委員Ｎ）

●編集委員会（編集スタッフ）

高等専修 黒住千津 横田佐和子

中学校 増田久美子 工藤美智恵

小学校 川井知子 森百代

幼稚園 森布佐子 石川陽子

高等専修 臼井均 本間 聡

中学校 松井幹和 内藤忠男

小学校 咲間全雄 遠藤崇浩 荒井秀伸

「僕も幼稚園へ行くんだ！」と胸を張り、楽しみ

にしていた年長の姉との登園。手をつないで元気に

出発していきました。帰ったら「泣いちゃったの」

と、ぽそっと話す息子でした。大好きな姉と園舎が

違うことに淋しくなったようです。

元気づける娘と、うんうんと頷く息子の姿を見守って1

週間……。降園バスから「泣かなかったよ！！」と自信に

溢れた笑顔で抱きついてきました！「先生と遊んでね！お

友達と遊んでね！お砂場で遊んでね！」と目をキラキラさ

せて話をします。

入園してまだ間もないですが、先生方の優しいご指導の

中で、今までにない事を感じ、経験し成長している事に嬉

しく思っております。これからも色々な息子の姿を見るの

が楽しみです。

（年少Ｍ）

紫陽花の蕾も膨らみ始め、そろそろ雨の季

節の到来です。入学からふたつきが経とうと

しています。いつの間にか「ひがしっこ」と

して日々を精一杯、先生方また子供達と楽し

んでいる様子が窺えます。入学を決めたのは、個別

見学の時の子供達の素直な姿、屈託のない笑顔、先

生への眼差しに触れて、こうした温かい空気の流れ

る混合教育の東小学校で過ごしてほしいと思ったか

らです。幸い通学中の友人に親身に相談に応じても

らい、ご縁を頂き感謝しています。

電車とバス通学も様々な学年で同じ沿線でチーム

となり手を繋ぎ校門へ向かう姿が微笑ましいです。

娘は、初めて髪を伸ばし結わく日も近づき、毎日よ

く食べ、よく遊び、学びはこれからではありますが、

存分に小学校生活を謳歌してほしいと思います。

（小１Ｔ）

満開の桜が咲く中、娘と一緒に入学式に向か

う駅までの道、久しぶりに並んで歩く横顔は、

私の目線に程近くなっていました。セーラー服

のブルーのスカーフがリボンに変わっただけな

のに少し大人びた印象です。今日からスタート

する中学校生活、期待に胸を膨らませ歩く姿は頼もしさ

を感じました。新しい環境の中で始まる勉強や部活動、

友達との関係は楽しい事ばかりではないでしょう。挫折

や失敗を繰り返す事もあるはずです。

人生のもっとも多感な中学時代に、その人がどのよう

な夢をもち、誇りをもって一日一日を生きぬいていくか

がその人の将来を約束していると北原キヨ先生は仰って

います。温かく見守って下さる先生方がいる恵まれた教

育環境ですから、失敗を恐れずたくさんのことに積極的

にチャレンジをしてもらいたいです。 （中１Ｗ）

緊張した面持ちで迎えた入学式。それから

１か月。毎朝、ぎこちない手つきでネクタイ

を結んで登校して行きます。２泊３日の１年

生研修では、先生方、先輩方のお話に大いに

刺激を受けたそうです。今は、新しい友だちもでき、

やる気に満ち溢れています。頼もしくなりました。自

ら書くプランノートが始まり、苦手な文章に毎日四苦

八苦。自ら選択した調理・製菓コースも実習が始まり、

部活動もいろいろ体験し、自分で決めることができま

した。責任感が出てきたように思います。高専の学校

生活も本番に入ります。

東学園に小学校より転入し、残り３年。さらに様々

な経験をし、１０００日の修行を経て本人の希望であ

る社会の役に立つ人になれるようにサポートして行き

たいと思います。 （高１Ｙ）



皆様、初めまして。本年度、幼稚

園の後援会長を務めさせて頂きます

堀内正嗣と申します。私自身と長女

が卒園児であり、現在は次女が年長、

長男が年少でお世話になっておりま

す。これまではレッツ（幼稚園の父

親が中心となって活動している会）

の一員として、父親研修会・お芋掘

り・年長お泊り保育・お餅付き等の

行事に毎年参加させて頂くことで、

混合教育の中での園児たちの成長を

間近で感じることができ、私自身も

多くの気付きや学びがありました。

幼稚園生活の中でこの様に保護者も

一緒に子供たちと触れ合う機会が数

多くある東幼稚園は素晴らしいと思っ

ております。

初年度で右も左も分からない状況

ですが、保護者の皆様と共に、先生

方とも交流を図りながら、様々な事

業や活動を通じて、かけがえのない

幼児期の成長を応援し楽しい幼稚園

生活を園児たちと一緒に送りたいと

考えております。一年間どうぞ宜し

くお願い致します。

みなさんこんにちは。本年度、小

学校の後援会会長を務めさせて頂く

荒井です。武蔵野東小学校に6年生の

長女と4年生の長男がお世話になって

います。今年、小学校は創立40周年

を迎え、4月には満開の桜に祝福され

て新入生が元気に入学されました。

入学式で6年生から教科書をランドセ

ルに入れてもらい、手を引かれて教

室に向かう新一年生の姿は微笑まし

く、また、学年を超えた縦のつなが

りのよさを感じました。

さて、後援会は学園祭のみならず

さまざまな活躍の場がございます。

寺田理事長先生は今年の入学式で、

聖路加国際病院の日野原先生の「人

のために自分の時間を使えるように

なりなさい」という言葉を紹介され

ましたが、これは後援会にも通じる

と私は思います。さらに後援会の活

動は、子供たちや先生方との交流を

通じて視野を広げ、チャレンジスピ

リットを養うきっかけになると私は

感じています。本年も楽しみながら

学園を盛り上げてまいりましょう。

一年間、どうぞよろしくお願いいた

します。

みなさん、こんにちは。小学校後

援会副会長を務めさせていただいて

おります白田と申します。長男が小

学校4年E組でお世話になっておりま

す。昨年は、第2子（女児）が生まれ

ました。9年ぶりの子供ですので、お

むつの換え方など、育児テクをいろ

いろと忘れており、思い出しながら

の子育て中です。長男も妹が生まれ

て少しずつ兄らしくなってきました。

3年前から、後援会のお仕事に従事

させていただき、後援会の先輩方と

も仲良くさせていただいております。

ENJOYの活動でもお父さん仲間に恵ま

れ、私自身、武蔵野東ライフをエン

ジョイさせていただいております。

このような出会いをもたらしてくれ

た子供に、心から感謝しております。

今年は小学校創立40周年というこ

ともあり、五役の皆様はじめ、役員

の皆様には、日々の学校生活や、様々

な行事でお世話になります。私も微

力ながら、児童の皆さんのため、学

園のため、がんばりたいと思います。

どうぞ1年間、よろしくお願い致しま

す。

初めまして、中学校後援会長の近

澤です。今年度、宜しくお願い致し

ます。昨年度まで高等専修学校の後

援会長としてお世話になりました。

私事でありますが、この4月から娘

が中学校ABクラスに入学致しました。

妹は初めから兄が通った東中に入学

する事を強く希望しており、障がい

を持つ兄をキチンと理解し、将来兄

の支えになれるようにと今回娘を東

中に入学させました。その兄はこの

度無事高等専修学校を卒業、就職出

来ました。元気に仕事に向かう今の

彼があるのは、武蔵野東学園のお陰

と思っております。両親の心配をよ

そに、毎日「疲れた～」と言いなが

らも学校での事を楽しそうに話す娘

を見ていると、東中に入れてよかっ

た！と満足してます。

最後になりますが、中学生は大人

に向けて心も身体も大きく成長する

多感な時期。行事等で私達保護者が

後援会を通じて子供達の事、学校の

事を支えて行ければと思います。

微力ではありますが、皆様のお役

に立てるよう頑張ってまいりたいと

思います！

幼稚園後援会
会長 堀内 正嗣

小学校後援会
会長 荒井 秀伸

小学校後援会
副会長 白田 剛

中学校後援会
会長 近澤 学

会 長 挨 拶

みなさん、こんにちは。今年度むらさき会会長を務めさせ

ていただきます、有田と申します。娘が4年前に東中を卒業

し、息子が高専１年生でお世話になっています。東学園との

お付き合いも、早いもので11年目になります。まだちょっと

緊張しているようですが、ネクタイを締めて高専に通う息子

の姿を見て嬉しく思う今日この頃です。

むらさき会では、同じクラスや学年の横のつながりだけで

なく、学年を超えた縦のつながりを培う機会として、むらさ

き運動会や新年会など盛りだくさんのイベントが催されます。

これまでに培われてきた東ファミリーの素晴らしい絆を、こ

れからの人たちにも良いかたちで引き継がれていくよう、少

しでも貢献できればと思っています。今年もまた多くの方々

との出会いがあることを心より楽しみにしています。どうぞ

よろしくお願いいたします。

皆さま、こんにちは。この度むらさき会の副会長を務めさ

せて頂く事になりました篠木です。どうぞ宜しくお願い申し

上げます。息子は、幼稚園の年長より武蔵野東学園にお世話

になっており、この４月より東中学校に上がらせて頂き、毎

日元気に通学致しております。

この春の息子の小学校の卒業に際して思い出しておりまし

たのが、東学園に入れて頂きたくて、入園願書の文章を考え

ていた頃の私たち親の気持ちです。空回りしつつも「とにか

くこの子を幸せにしなくちゃ。」と一生懸命だった頃の自分

達の気持ちに向き直り、頼りなさげながらもイッパシの少年

に成長しつつある息子の為に、改めて何をしてあげれば良い

のかを考えなくては、と思う次第です。

東では、父親同士で集まりワイワイと過ごさせて頂く場面

も多く、息子だけでなく親子共々充実した学園生活を送らせ

て頂いております。そのような環境を与えて下さる東学園の

為に、微力ながら尽くさせて頂く所存です。

むらさき会
会長 有田 誠

武蔵野東高等専修学校の後援会長を務めることになりま

した吉田です。現在、長男が高専３年C組におりまして、

長女は、この春、12年間の東っ子ライフを終えて、東中を

巣立っていきました。早いもので息子が東幼稚園の年少で

お世話になってから15年目を迎えましたが、私の後援会活

動も13年目となりました。振り返ってみれば、幼稚園での

Let`sの立ち上げ、小学校でのジョイディの開始、これま

での保護者活動を総括した50周年記念文集の作成と、節目、

節目の活動に携わることができ、充実した保護者ライフを

過ごしてきたと思います。そして、そうした保護者活動の

中心に、いつも後援会の活動がありました。

本年度は、息子が東学園に通う最後の年であり、私自身

も東学園での後援会活動の締めくくりの年になりますので、

皆さんと一緒に学校行事を通じて武蔵野東学園を盛り上げ

て、悔いのない一年になるよう頑張りたいと思っておりま

す。どうかよろしくお願い致します。

高等専修学校後援会
会長 吉田 行郷

むらさき会
副会長 篠木 嗣博

今年度エンジョイ・リーダーを務めます桑原と申し

ます。エンジョイは、武蔵野東小学校の父親有志グルー

プで、「できる人が、できる時に、できる事を、楽し

んで！」を合言葉に、年2回のJoy Day（ジョイデー）

など、父親の視点から、子供たちが夢中になれる体験

の場を提供しています。

６月２４日の第１回ジョイデーでは、Myうちわ作り、

紙ヒコーキ競技、万華鏡、プラ板アクセサリー、割り

箸ゴム鉄砲、指石膏模型、オセロ世界チャンピオンと

の対局など、子供たちがワクワクする企画を考えてい

ます。

エンジョイでは、一人でも多くのお父様のサポート

を必要としています。私たちと一緒に子供たちの学園

生活を盛り上げませんか？いつでも皆様方の参加をお

待ちしております！


